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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

  契約終了後、約１ヶ月間での研究開発として、超大量かつ高速なリアルセンシングデータ（インタ

ーフェースとデバイスから受信する）を複数データセンターで分散して受信し、データ整合したかた

ちで蓄積する保存基盤の研究開発に対する要件定義と設計を行う。 
 
 
 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1 進捗状況 

  要件定義、技術要素検討のための調査・検証、現時点で想定されるアーキテクチャの作成。 

データ処理用サーバのネットワーク構成・仕様の検討、ストレージの検討、及びデータ処理用サーバ

用データセンタの検討を実施。 
 

 

2-2 成果 
・ 現時点で想定されるアーキテクチャの作成。 

・ 次年度研究のためのデータサーバの基礎構築。 

 
 

2-3 新たな課題など 
   構成や検証内容について、当初計画時に想定していた要件から変わりつつあるため、基本アーキテ

クチャに基づいて、適宜実施内容の整理及び研究開発計画の修正を行いながら研究開発を実施する。 
 
 
 
 

３．アウトリーチ活動報告 
   特になし 

 
 
 
 

 


